市 町 村 議 会 で 議決 し た 意見 書 等 ( 令 和 3 年 6 月 ) 
令 和 3 年 7 月 1 日 現在 


HE 








市 町 村 議 会 名 


意見 書 の 内 容 








八幡 平 市 





【 件 


【 議 決 年 月 日 】 令 和 3 年 6 月 23 日 


【 提 


改正 義務 標準 法 が 成立 し 、 小 学校 の 学級 編 
き 下 り 





人 学級 や 中 ・ 


出 先 】 衆 議院 議長 


ずら れる が 、 小 学校 だ け に 留まる の で は な く 、 
実施 が 必要 で ある 。 そ の うえ 、 文 科大 臣 も 改正 義務 標準 


文部 科学 大 臣 








凡 標 準 が 学 
































学校 ・ 






































記 の 増員 や 少数 職種 の 配置 増 、 


標準 法 の 定数 改善 な どの 教職 員 定 数 改善 が 不可 欠 で ある 。 


学校 現場 で は 、 新型 コ 

















参議 院 議長 内 閣 総理 大 臣 財務 大 臣 総務 大 臣 
名 】 教 職員 定数 の 改善 及び 義務 教育 費 国庫 負担 制度 拡充 に 係る 意見 書 


年 進行 に より 段階 的 に 35 人 に 引 
高等 学校 で の 35 人 学級 の 早期 
まま に か か わる 国会 答弁 の 
高 に お ける 少 人 数 学級 の 必要 性 に つい て も 言及 し て いる よう に 、 
か な 学び や 学校 の 働き 方 改革 を 実現 する た め に は 、 加 | 























で 30 
さら に ゆ た 


義務 


























ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 に よる 教室 の 消毒 作業 等 や 貧困 








・ い じ し め ・ 





不 交 校 な ど 解決 すべ き 課 題 が 山積 し て お り 、 子 ども た ちの ゆたか な 学び を 実現 する た め の 
教材 研究 や 授業 準備 の 時 間 を 十分 に 確保 する こと が 困難 な 状況 と な っ て いる 。 


テー 
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で いて も 一 定 
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は 、 














厳し い 財政 状況 の 中 、 独 自 財 源 


小泉 政権 下 の 「 三 位 一 体 改革 」 の 中 で 
られ た 。 国 の 施策 と し て 定数 改善 に な けた 財 漠 










































































還 庫 負 




























































































































































































































































































に より 人 的 措置 等 を 行っ て いる EE 
治 体 間 の 教育 格差 が 生じる こと は 大 き な 問 題 で ある 。 義 務 教 育 費 国 庫 負担 制度 に つい て 
担 率 が 2 分 の 1 から 3 分 の 1 に 引き 下げ 
保障 を し 、 子 ども た ち が 全 国 の どこ に 住ん 
































治 体 も ある が 、 











水準 の 教育 を 受け られ る こと が 憲法 上 の 要請 で ある 。 
国会 及び 政府 に お いて は 、 地 方 教育 行政 の 実情 を 十分 に 認識 し 、 地 方 
教育 行政 を 進め る た め に 下記 の 措置 を 計 















































自治 体 が 計画 的 に 






































義務 教育 費 





じ ら れ る よう 、 強 く 要 請 す る 。 
記 

中 学校 ・ 高 等 学校 で の 35 人 学級 を 早急 に 実施 する こと 。 ま た 、 さ ら な る 少 人 数 学級 に 
つい て 検討 する こと 。 

学校 の 働き 方 改革 ・ 長 時 間 労 働 是正 を 実現 する た め 、 加 配 の 増員 や 少数 職種 の 配置 増 、 
義務 標準 法 の 定数 改善 な どの 教職 員 定 数 改善 を 推進 する こと 。 

ヨ 治 体 で 国 の 標準 を 下回る 「 学 級 編制 基準 の 弾力 的 運用 」 の 実現 お が で きる よう 加 配 の 
削減 は 行わ な いこ と 。 

教育 の 機会 均等 と 水準 の 維持 向上 を は か る た め 、 地 方 財政 を 確保 し た 上 で 

惜 庫 負担 制度 の 負担 割合 を 引き 上 げ る こと 。 
以上 、 地 方 自治 法 第 99 条 の 規定 に より 意見 書 を 提出 する 。 
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価 





【 議 決 年 月 日 】 令 和 3 年 6 月 23 日 
【 提 出 先 】 内 閣 総理 大 臣 農林 水産 大 臣 
【 件 名 】 新型 コロ ナ 褐 に よる 米価 下落 に 対し 政府 に よる 上 緊 】 


新型 コロ ナウ イル ス の 感染 拡大 に より 、 米 の 大 幅 な 過剰 が 生じ 、 米価 が 
外食 需要 の 減少 に より 、2019 年 産 米 は 過大 な 流通 在庫 が 生 
的 に 米価 が 下落 し 、 全 農 岩手 








円 の 値下がり と な り ま し た 。 


新型 コロ ナ 感 染 の さら な る 拡大 に より 
脇 同 組合 中 央 会 は 、 今 年 6 月 在 
算 し 、 今年 産 の 米価 
250 万 トン 超 に 
いま す (3 月 30 日 自民 党 農 業 基 
食用 米 の 生産 を 抑え る た め 
府 ・ 県 RO 
ょ 駿 落 する こと が 危 恨 され て い ョ 
と に つなが りか ね ず 、 Nd 
コロ ナ に よる 需要 減少 分 は 、 政 府 が 責任 
り 、 そ の 責任 を 生産 者 ・ 流 通 業 者 に 
I i te 
同時 に 、 国内 需要 に は 必要 が な い ミ 
内 40 万 トン て 60 万 トン が 飼料 用 に 
な ミニ マム アク セス 米 の 輸入 数 量 記 





























Nt 































































































で す 。 











急 対策 を 求め る 意見 書 








の る 


























E 産 米 概算 金 価格 も 60 kg あたり 前 








県 本 部 の 2020 和 























庫 を 政府 見 通し より も 20 万 トン 増 
E し た 。 さ ら に 来年 6 












































hn に つい て 人 危機 感 を 表し 
な る と 試算 し て お り 、 来 年 も さら に 米価 下落 が 深 
Re 

用 米 の 作付 け 支 援 を 拡 

































































E よ り 800 


E す 。 全国 農業 
ン に な る と 試 
] 未 在庫 は 50 万 トン 
保 刻 化す る こと を 指摘 し て 


邊 の 


産 の 米 
ます 。 これ で は 多く の 米 農 家 が 米 づ くり か ら 撤 退 す る こ 
守る こと が で きま 
庫 」 分 を 市 場 隔離 すべ き で あ 


限 

















ませ ん 。 政 府 の 責任 に よる 














着 








毎年 77 万 トン も 輸入 され 、 こ 
内 産 の 飼料 米 需要 を 大 っ て い 3 
北米 優先 の 米 政策 に 転換 する こと が 必要 
































コロ ナ 福 と いう 、 か つて 経験 し た こと の な い 人 危機 的 事態 の な か で 、 農 業者 の 経営 


経済 を 守る た め に は 、 従 来 の 政策 的 枠組 み に と ら わ れ な い 対 策 が 求め られ ま 


























oo 














治 法 第 99 条 の 規定 に より 意見 























表す 





1 新型 コロ ナウ イル ス 成 染 拡大 の 影 
環境 を 改善 する こと 。 政府 が 買 
援 や 海外 援助 な ど で 活 用 する こと 。 

2 外国 産 米 (ミニ マム アク セス 米 ) の 輸 
数 量 調 整 を お こ な う こと 。 



































に よる 過剰 在庫 を 政府 が 上 緊 
- 補 など に よる 生 ? 
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デ 代 


E す 。 不要 


と 地域 


を 提出 いた 


員 入 れ し 、 米 の 需給 
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見 に 応 じ て 











市 町 村 識 会 名 意見 書 の 内 容 








北 上 市 | 【 議 決 年 月 日 】 令 和 3 年 6 月 25 日 
【 提 出 先 】 内閣 総 理大 臣 財務 大 臣 農林 水産 大 臣 
【 件 名 】 新型 コロ ナ 褐 に お ける 米価 下落 に 対し 緊急 対策 を 求め る 意見 書 





























国内 で は 人 口 減少 や 食 の 多様 化 な ど に よっ て 年 々 米 の 消費 量 が 減り 続け て いる うえ 、 新 
型 コ ロナ 袖 に よっ て 全国 的 に 外食 産業 等 に お いて 米 の 需要 が 減少 し た こと が 米価 に 影響 を 
及ぼ し て お り 、 岩 手 県 内 に お いて も 2020 年 産 米 概算 金 価格 も 60kg あ た り 前 年 比 800 円 の 値 下 
が り と な り ま し た 。 

主食 用 米 の 在庫 は 政府 の 見 通し より 増加 する と の 試算 が 示さ れ 、 さ ら に 大 幅 な 米価 の 下 
落 が 懸念 され て お り ま す 。 在庫 が 過剰 と な っ て 大 き な 米 価 下 落 に つなが る よう な こと に な 
れ ば 、 地 域 に お ける 農業 の 維持 や 安定 的 な 食糧 供給 に も 影響 を 及ぼ し か ね ませ ん 。 
また 、 国 内 に お いて 主食 用 米 の 生産 を 抑え る た め 飼 料 用 米 の 作付 け 支 援 を する な どの 取 
り 組 み が 国 等 に より 行わ れ て いま す が 、 現 在 、 ミ ニ マ ム ア ク セス 米 の 多く が 飼料 用 米 と し 
て 販売 され て お り ま す 。 こ の ミニ マム アク セス 米 の 輸入 量 は ガッ ト ・ ウ ル グ ア イ ・ ラ ウン 
ド で 合意 され た も の で あり 、 当 時 に 比べ る と 国内 に お ける 米 の 消費 量 は 3 割 程度 減 少 す る 
な ど 国 産 米 の 乾 給 環境 が 大 きく 変わ っ て いる 状況 に あり ます 。 

政府 に お いて は 、 国 内 で 新型 コロ ナウ イル ス の 成 染 が 拡大 する な か 農業 者 と 地域 経済 を 
守る た め に 、 従 来 の 枠組 み に 捕らわれ ず 新 型 コ ロナ 袖 に お ける 緊急 的 な 対策 と し て 次 の と 
お り 要 望 し ます 。 
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記 
1 余剰 米 の 市 場 隔離 等 対策 を 進め 、 米 の 消費 拡大 、 需 給 環境 改善 の た め 子 ども 食堂 の ほ 
か 、 こ の 新型 コロ ナ 袖 に よる 困 鱗 者 へ の 支援 に も 余剰 米 の 活用 を 拡充 する な ど 過 剰 在庫 
へ の 対策 を 講じ る こと 。 
2 世界 的 に 感染 が 広がり 、 各 国 で 産業 ・ 経 済 活動 に 大 き な 影響 を 及ぼ し て いる コロ ナ 宰 
で ある と いう 状況 を 鑑み て 、 ミ ニ マ ム ア ク セス 米 に つい て 、 当 面 、 国 内 の 需給 状況 に 応 
じ た 数 量 調整 な ど 対 策 を 講じ る こと 。 
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以上 緊急 的 な 対策 を 求め 、 地 方 自治 法 第 99 条 の 規定 に より 意見 書 を 提出 いた し ます 。 

















